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研究成果の概要（和文）：最近二十年ほどのフランス文学を特徴づける潮流のひとつとして、都市生活の中でふだん着
目されることのない「日常」に着目し記録しようとする、一群のルポルタージュ的作品がある。フランソワ・マスペロ
の『ロワシー・エクスプレスの乗客』（一九九〇）、フランソワ・ボンの『鉄路の風景』（二〇〇〇）、フィリップ・
ヴァセによる『白い本』（二〇〇七）などである。これらはいずれも誰の注意も引かない日常の風景を書きとめようと
する実験的試みである。本研究では、これらの著者たちが風景をいかに記録しているかを具体的な記述に即して論じ、
それを通じた現代社会批判の射程について考察した。

研究成果の概要（英文）：In the past few decades in France, a number of works of reportage have attempted t
o set down the everyday aspects of urban life that usually go unnoticed. One good example is Francois Masp
ero's Roissy-Express: A Journey Through the Paris Suburbs (1990). Francois Bon's Iron landscape (2000). Th
ere is also A Blank white paper (2007) by Phillipe Vasset. All these works might be described as experimen
tal attempts to notice everyday topographies that would otherwise escape people's attention. In this study
, firstly I discussed the writers' perspectives, making specific reference to their descriptions. Secondly
 I considered the extent of contemporary social criticism that is inherent in each attempt.
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１．研究開始当初の背景 
 
 研究代表者はペレックの自伝的背景を考
慮しつつ、日常をめぐる彼の作品を読み解く
ことにより、ペレックにおける「日常の探
求」は、喪失の経験に由来していると考える
ようになった。ユダヤ系であるペレックは
戦争とホロコーストによって父母を幼時に
失っているのだが、いつまでも続くと思わ
れた「何げない日常」が一瞬にして奪われ
てしまったという切実な体験が、執拗なま
での「日常の記録」の淵源となっているよ
うなのだ。 
 ペレックの書法に特有の細密な描写や列
挙が単に作家の「嗜好」、「癖」ではなく、
上記のような「喪失」、「消滅」あるいは
「時間の暴力」といった認識や感情と密接
に結びついていることが判明するにつれ、
ペレックの影響を受けたとされる後続の作
家たちによる類似の試みも、単なる遊戯や
酔狂を超えた真剣な文学的営みとみなされ
るようになり、その意図や射程をはかるこ
とが重要性な課題として現代文学の研究者
に認知されるようになってきた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の主軸となるのは、「都市の日常
をめぐるルポルタージュ的作品」群の読解
を通じて、これらに固有の意図や批評意識、
世 界観を明らかにすることである。本研究
においては、文学者の手によって、文学的
方法のひとつとして採用された「都市の日
常の徹底描写」を考察の対象とする。こう
したジャンルのテクストを紹介するととも
に、その特質・志向性を見出し、世に発信
していくことが課題となる。対象として考
えられるのは、以下のようなテクストであ
る。フランソワ・ボン『高速道路』(1999)、
『鉄の風景』(2000)、 『大宇(デウ)』(2004);
フランソワ・マスペロ『ロワシー・エクス
プレスの乗客』(1990); ジャン・ロラン『ゾ
ーン』(1995);オリヴィエ・ロラン『クリスタ
ル・ホテルから』(2004)など。 
 
３．研究の方法 
 
本研究を遂行する上での基盤であり、なお
かつ、もっとも重要となる作業は、「都市
の日常をめぐるルポルタージュ的作品」群
の読解・分析である。その際、(1)ペレックに
よる各種試みと「並以下のもの」概念の分析、
(2)後続作家による試みの背景、射程、意義、
(3)後続作家たちの 試みに及ぼしたペレック
の影響、といったポイントから、それぞれ
のテクストを分析していく。とりわけ、各
作品がどのような場所を描写の対象に選ん
でいるか(工業地帯、工場、鉄道、広場な
ど)、については、出版当時の社会情勢など
も考慮にいれつつ、歴史学、社会学などの

知見も借りて慎重に考える必要がある。ま
た、純粋に「客観的な描写」はありえない
以上、各試みにおいて、選ばれた場所の、
何が拾い上げられているのか、という点を特
に注意深く見定めなければならない。 
 
４．研究成果 
 
 （１）我々はまず、現代フランスの作家フ
ランソワ・ボンの著作、とりわけ『高速道
路』、『鉄路の風景』、『デーウ』を中心
に研究を行った。ボンは『高速道路』のエピ
グラフとしてペレックの「何に着目すべき
か ?」の一節を挙げている。このエッセイで
提案されているのは、あまりに慣れすぎて
いて認識できない日常を捉えるには、普段
なら行わない不自然かつ不要な行為を主体
に強いることが有用である、との考え方で
ある。『高速道路』でボンが行っているの
も、一週間高速道路から出ずに、料金所や
パーキングを眺めるという自らへの拘束で 
あった。『鉄の風景』では、同一曜日、同一
時間、同一車両の鉄道で、移動を繰り返す
という制約を自らに課している。ここで
は、制約に「反復」の要素が加わること
で、一瞬で目の前を過ぎ去っていくありふ
れた風景について、その背景や来歴を考え
るよう促されることになっている。こうし
て、ボンの目がひきつけられるのは、「消
え去った世界の痕跡」である。車窓とい
う、あらゆるものが一瞬にして過ぎ去る枠
組みを通して眺めているだけに、「はかな
きもの」への愛惜はいっそう高まっている
ようである。『デーウ』の主題は、鉄道路
線のそばからも姿を消しつつあった工場で
ある。ボンは、ペレックの『W あるいは子供
の頃の思い出』やボルタンスキーによるイ
ンスタレーションなどを巧みに喚起しつ
つ、産業社会の人間軽視や効率至上の価値
観を告発している。日常を通じての社会批
判は、一見目につきにくいものの、ペレッ
クの試みにもすでに含まれているものであ
る。ボンは、視線に無理強いすること、す
なわち、「技法」や「制約」を課して現実
を眺めることにこそ、ペレックが残した最
良の遺産をみているが、この評言はボン自
身の方法や問題意識をも言い当てるものと
なっている。 
 
（２）つぎに我々は、都市生活の中でふだん
着目されることのない「日常」を記録しよう
とする、一群のルポルタージュ的作品を互
いの関係に配慮しつつ考察した。フランソ
ワ・マスペロの『ロワシー・エクスプレス
の乗客』(一九九〇)は、パリを縦断する郊外
鉄道のすべての駅で降りて、とりたてて観光
資源もない界隈を散策する試みを記録した
ものである。フランソワ・ボンの『 鉄 の 風
景』(二〇〇〇)は、パリと地方都市ナンシー
のあいだを走る列車の車窓風景を半年間に



わたって繰り返し書き留めた作品である。
また、フィリップ・ヴァセによる『白い本』
(二〇〇七)は、誰の注目も引かない風景を
パリ市内に求めた試みと言えよう。パリ市
の地図では、取り壊し中の建築物や廃棄物
が放置された空き地など、さまざまな理由
で正確な表記になじまない空間が白地のま
ま残されている。『白い本』は著者がこう
した区画を実際に訪れてみた記録である。 
 我々はまず、上記の作品に関して、誰の注
目 も ひ かない場所や日常の風景をこれらの
著者たちがなぜわざわざ記録しようとした
のか、という問題を考察した。結論を端的
に記すと、日常の風景が萌芽あるいは痕跡
として抱えている〈破壊〉の契機が、彼ら
の記録の衝動と深く関わっていることが判
明した。たとえば、マスペロが訪れたパリ
近郊の町の多くは、普仏戦争から第二次大
戦に至るまで、たびたび戦禍に見舞われて
きた。アウシュヴィッツへの玄関口となっ
たドランシーの集合住宅は、「破壊の痕
跡」の最たるものであろう。一方、ボンが
記録したフランス北東部の町々は、産業構造
の変化により工場閉鎖にみまわれ、衰退を余
儀なくされている。 
 フィリップ・ヴァセは『白い本』において、
パリの地図上に空白のまま残されている区
画を実際に訪れ、その場所の実態を報告して
いる。彼はその探訪中に何度も戦場を歩いて
いるような気がしたといい、自分の企ては結
局、戦争の痕跡を調査することだったのだ、
と述べている。さらに、ヴァセは自分の計画
がそもそもの出発点から本物の暴力とも関
わるものであったとも言う。軍事施設もまた
地図上では白く表示されるからである。 
 このようなヴァセによる指摘を踏まえて
ボンとマスペロの記述を振り返ると、ヴァセ
も含む三者の企てが期せずして暴き出すこ
とになったのは、現代の都市政策がもつ根源
的な非人間性であることが分かる。つまり、
上記の書物はいずれも、戦争、産業構造の
変化、資本の論理などがもたらす日 常 風 景
の〈破壊〉を記録することにより、現代社会
への批判となっているのである。 
 マスペロ、ボン、ヴァセらの企てにとって
先駆的役割を果たしたジョルジュ・ペレック
は、パリの日常を書きとめる際、自らの行動
指針を次のように記している。「もっとゆっ
くり、ほとんど馬鹿らしくなるほどでないと。
つまらないこと、明白きわまりないこと、ご
くありふれた、さえないものを、強いて書き
とめるのだ」。このようなプログラムは、「文
学的価値観」と「社会的価値観」の二つの次
元で、反時代的振る舞いとなっている。本研
究によって、マスペロ、ボン、ヴァセの三者
も、ペレックに通じる反時代的身ぶりで、現
代社会の日常的風景を襲う破壊に抗おうと
していることが明らかになった。 
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